


政務活動調査研究報告書 

報告者 向井千尋 

日時、場所 2018年 8月 9日（木）午後 4時から 5時 兵庫県男女共同参画センター 

調査研究名 兵庫県の男女共同参画施策の動向について 

 

 

野澤素子センター長、上田一仁課長補佐 

・兵庫県内における男女共同参画の取り組みについては、県としては特

に指導はしておらず、各自治体の意向に任せている。そのため、その政

策や予算もかなりばらつきがあるのが現状である。（別資料参照） 

・県内では、各自治体が男女共同参画推進のプランを立て、それに基づ

いて取り組んでおられる。先進的な自治体では、プランから条例策定に

移行している。先進的な自治体は条例策定や拠点整備などを整えている。

（別資料参照） 

・「ひょうご男女共同参画ニュース」を毎月発行しているが、その中で県

内の各自治体の取り組みを掲載している。主に頑張っている自治体を取

り上げているが、篠山市も研修会等に頑張って取り組んで頂いている。 

・男女共同参画センターの在り方については、 

①市民の問題意識を育て、 

②市民の主体性を大切に市民サイドから着実につくりあげる 

この方が理想的であると思う。例えば、講演会等を開催し、そこに集

まった方で、何か次のステップにしてはどうか？県が今行っているアド

バイザー養成塾のような取り組みをすると必ず問題意識をもった女性

（中には男性も）が集まる。 

 

考察 

当日は、「少子高齢化と女性活躍推進」というテーマで甲南大の前田正

子教授の講演会もあり、野澤センター長もご多忙の中で貴重なお時間を

作っていただきました。 

率直に的確に、県内の自治体の現状をご教授いただき、多くの資料も

提供して頂きました。男女共同参画推進や女性の活躍推進の在り方につ

いては自治体に委ねられている面が多くあり、本市においては、大いに

伸びしろのある施策であることを確信しました。 

各自治体の取り組みや条例制定、国の動きなどを常に情報収集しなが

らも現状に合わせて本市にとっての必要な推進の図り方を考えていきた

いと思いました。 

 

 




